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問　

女
性
の
視
点
を
防
災
対

策
に
生
か
す
こ
と
は
、
子
ど

も
や
妊
産
婦
、
高
齢
者
な
ど

社
会
的
弱
者
を
守
る
事
に
つ

な
が
る
。
女
性
視
点
の
避
難

所
運
営
は
。

防
災
安
全
課
長　

チ
ク
ロ
ス
、

サ
ン
コ
ア
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
３
か
所
に
つ
い
て
は
、
多

数
の
部
屋
を
利
用
し
て
授
乳

室
な
ど
に
対
応
す
る
。

問　

防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
に

液
体
ミ
ル
ク
の
導
入
は
。

防
災
安
全
課
長　

粉
ミ
ル
ク

も
備
蓄
し
て
い
な
い
。
近
隣

自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
女
性

の
役
員
は
約
７
％
だ
が
、
女

性
防
災
士
は
。

市
長　

本
年
度
２
人
と
な
る

予
定
。
女
性
視
点
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
、

子
ど
も
等
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
も
、
検
討
し
対
応
す
る
。

全
国
的
に
流
行
し
て

い
る
風
し
ん
対
応
は

問　

市
内
で
風
し
ん
の
抗
体

保
有
率
が
低
い
と
思
わ
れ
る

男
性
の
人
数
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　

千
人
程

度
と
推
測
さ
れ
る
。

問　

県
が
無
料
で
抗
体
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。
市
内
の

医
療
機
関
で
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　

県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
、
市
内
16
の
医
療
機
関

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

女
性
視
点
の
防
災
対
策
は

答 

重
要
性
、
必
要
性
は

　 

認
識
。
検
討
し
対
応

　 

す
る

問　

筑
後
市
で
も
詐
欺
関
係

の
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。

高
齢
者
等
の
消
費
者
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
進
め
て
い
く

の
か
。

福
祉
課
長　

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
相
談
す
る
の
を
待
っ

て
い
る
だ
け
で
は
十
分
と
は

い
え
ず
、
地
域
で
高
齢
者
の

消
費
生
活
上
の
安
全
に
気
を

配
る
体
制
を
作
る
こ
と
が
有

効
だ
と
考
え
る
。

問　

消
費
者
安
全
法
が
改
正

さ
れ
、
来
年
度
ま
で
に
「
消

費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

の
本
市
の
考
え
方
は
。

福
祉
課
長　

県
内
の
半
数
の

自
治
体
で
既
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
も
、
平
成
31

年
度
設
置
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

消費者保護の推進は

答 消費者安全確保地域協議会の
　 設置を検討中

元福岡県男女共同参画センター館長・
中嶋玲子氏による講演　　　　　　　

「男
み ん な

女でつくる住みよいまちづくり」
（ちっごふれあいフォーラムにて）

悪徳商法に注意

地
域
で
の

見
守
り
が
必
要
で
は

問　

消
費
者
安
全
確
保
地
域

協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
う
の
か
。

福
祉
課
長　

警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
将
来
的
に
は
、
地
域
で

消
費
者
見
守
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
い
。

問　

今
後
、
消
費
生
活
関
連

の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
等
の
行
政

需
要
は
増
加
す
る
が
、
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

市
長　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
な
が
ら
、
更
な
る
周
知
啓

発
や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
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